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指定電気通信役務に係る適切な事務処理の徹底等について（指導） 

 

 

 貴社から、令和４年６月８日付けで、貴社が提供する「フレッツ光ライトファミリー

タイプ」及び「フレッツ光クロス」のサービスについて、利用料金割引が適用される新

規申込期間等の延長に伴う同年２月１日からの料金変更に係る保障契約約款の変更に

関する総務大臣に対する届出及び当該料金変更後の契約約款の公表を行っていなかっ

たことについて報告を受けた。 

 当該サービスは、電気通信事業法（昭和 59 年法律第 86 号）第 20 条第１項の指定電

気通信役務に該当することから、契約約款は変更前に総務大臣に届け出なければならず

（同条第１項）、届け出た契約約款を公表（同法第 23 条第１項）しなければならない。 

しかしながら、貴社は上記の法令上の手続を行わずに令和４年２月１日より料金の変

更を行っており、さらに、同日以降、別段の合意もなく電気通信事業法第 20 条第１項

の規定により届け出た契約約款によらずサービスを提供したことは同条第５項の規定

に違反する行為である。 

このため、再発を防止する観点から、厳重に注意する。貴社においては、下記の報告

事項について期限までに報告されたい。 

 

 

 

記 

 

１ 報告事項 

（１）保障契約約款によらずサービス提供を行うに至った詳細な原因及び対応の経緯に

関する詳細な内容 

（２）上記（１）を踏まえた再発防止策の詳細な内容及び実施状況 

 

２ 報告期限 

 令和４年７月８日 

 

以上 

（公印・契印省略） 


